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○「今年度は小学校 1年生～6年生全員配布」 

 

 家庭学習用教材の配布について、昨年度は小学校 1 年生から 3 年

生でしたが、今年度は 6 年生までの全員対象として実施してきまし

た。学力向上対策プロジェクトチーム会議（小中学校学力向上担当

教員と市教育委員会などで構成）で、学校の宿題以外に、おもに予

習・復習に活用できるものを選び、家庭学習と自学自習の習慣化を

めざし取組んできました。今年度も 10 月と 2 月に保護者対象にア

ンケートを実施してきました。この結果をもとに来年度の家庭学

習・自学自習の改善にむけ、さらに努めてまいります。 

 

 

 

 

 

教材の進み具合は？「やはり学校・家庭の声かけ、働きかけが大切！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 年目をむかえた家庭学習用教材の配布 

 

四條畷市教育委員会ニュース 
内容： 

2 年目をむかえた家庭学習用教材の 

配布 

・今年度は小学生 1 年生～6年生全員

配布 

・アンケート 2 月の集計結果まとめ 

対象児童数  1 年生～6 年生 ３，５９４人（4 月 8 日現在数） 

配布した教材 1 年生～4 年生 「陰山メソッド徹底反復 読み書き計算プリント」小学館 

       5 年生～6 年生 「みんなと学ぶ小学校算数 計算ドリル上、下」学校図書（教科書に準拠） 

 

1 年から 4 年は、「読み・書き・計算」の力を養う学習に重点を置いて教材を選んできました。学校の学

習で学んだところを家庭でも繰り返し反復することで、計算力と漢字力が身につき、基礎学力が定着するこ

とを目的にしてきました。5 年～6 年は、算数に限定し、教科書に合わせて習ったところを家庭学習でも繰

り返し練習することで、確かな計算力が身につくことを重点に選んできました。前期用・後期用と 2冊配布

しています。 

アンケート結果から、学年の活用状況の傾向を見ますと、「できる範囲は全部終わった」では、1年が一番

高く、学年が進むにつれ、低くなっています。学校の学習の進み具合に合わせて、復習などに使う教材とし

て考えていましたが、まだ終わっていないところは、この春休みの学習に活用する計画も残されています。 

 算数では、6年の「できる範囲は全部終わった」が高くなっています。また、「全く手を付けていない」に

ついても、1年から 5年が高くなっていますが、6年では少なくなっていて、教材の活用に努力した様子が

うかがわれます。 

 これらの傾向は、学校や担任からの働きかけにより、活用度と密接に関係しているとも言えます。学校の

宿題にこの教材を活用するなどで、学級間で使用の差が生じているところもあります。家庭学習で何をして

いいか迷いがちな低学年から、具体的に「ここのページをやってみよう」などの声掛けや働きかけが大切に

なっています。 



家庭学習の時間の様子は？ 学習時間は長くなった？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

「子どもたちの家庭学習（宿題も含め）の時間がどれくらい？そして、教材配布により学習時間が長くなった？」

この設問は、一番気になるところです。 

1年―15分～30分（43.8％） 2年―15分～30分（37.0％） 3年－15分～30分（45.6％） 

4年―30分～45分（31.6％） 5年―15分～30分（33.2％） 6年―15分～30分（33.4％） 

学年が進むにつれ、学習時間が増えることが望ましい状況ですが、4年以外、15分～30分が一番多くなって

います。また、学習時間の変化は、すべての学年において、「特に変化なし」が多数を占めていますが、1年から

減少している「長くなった」は 5年 6年になり増加に転じていることから、学習の意欲が向上しているとうかが

えます。これらの結果から、来年度当初、すべての保護者に「家庭教育のすすめ Ver．２」リーフレットを小学

校低学年・中学年・高学年・中学校版として学年に応じた内容で配布いたします。 

「やってみよう！自学自習のすすめ」では、「こんな学習おすすめ」として具体的な課題を示しています。 

「家庭学習のポイント」では、望ましい学習時間の設定も示しています。 

このリーフレットを参考にしていただき、さらに、学校・家庭と相互の連携をふかめ、子どもたちの確かな学

力の定着に結びつくことをめざしましょう。 

 

参考見本 

家庭教育のすすめ 

Ver.２  

小学校高学年版です 



配布について、保護者の受け止めは？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の感想から 

 

・ 今回頂いた教材は全てこなすことができました。もし可能であれば、次の段階の教材を学校から案内して簡

単なものから難しいものまで２～３冊、全員ではなく各家庭の判断で購入することができれば助かります。

小さい子どもで大好きな先生の勧めであれば子どもも意欲を持って勉強できやすいのではないかと思いま

す。 

 

・ 国語も算数も１冊にまとまっており、量も多くないので子どももやる気が続く感じがする。自分からはすす

んでしようとはしないが「この問題わかる？」など、声かけすると興味を持ってくるので、あって良かった

と思う。 

 

・ 毎朝用意が済んだ後、登校時間までの間に必ず勉強する様にしております。その時間内に家庭で用意してい

る教材に加え、自分で時間を作り配布された教材もしております。自分で学習する力に加え、少しずつ長い

時間、机に向かう事が出来ているように思います。 

 

・ 家庭学習用の教材はわかりやすく子どもが自分から自主学習をする意欲にもつながり、たいへん助かってい

ます。毎年配布して頂けますようお願いいたします。ありがとうございました。 

 

・ 以前はダラダラと宿題をしていましたが最近は問題を解くのが楽しいみたいで集中して勉強するようにな

りました。 

 

・ 宿題のように学校に提出しないといけないとなるとちゃんとするのですが、親がかなり言って少し進めては

放置・・・の繰り返しでした。最後までやったら提出にして頂けると全部するのかな？と思ったり。配布し

て頂いたから配布しない普段より少しでも復習はしたとは思います。 

 

                                                

 今年度の家庭学習用教材の配布について、保護者からはおおむね肯定的な評価をいただけました。 

「非常によかった」＋「よかった」の肯定的評価 

1年―60.8％ 2年―55.9％ 3年―42.6％ 4年―43.3％ 5年―37.4％ 6年―37.1％ 

 

高学年になるにつれ、自学自習の習慣が身につき、時間を決めて自ら率先して学習するようになってきます。

しかし、今回の結果にみられますように、学年相応の家庭学習の時間が確保されていないのが現状です。 

来年度も、質・量ともに家庭学習が定着することをめざし、継続して家庭学習用教材の配布を検討しており

ます。 

学校と家庭が相互に連携を図り、「子どもへの声かけ、働きかけ」を大切にしながら一層の改善が図られま

すよう努めていきたく、教職員・保護者の皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。 

 


